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1．はじめに 

 高温超電導ケーブルは大都市部での電力ケーブルとし

て有望であるために各国で実用化に向け開発研究が精力

的に行われる。これらの電力装置は極低温冷媒中かつ高電

圧下での使用が想定される事から、極低温中の電気絶縁技

術の確立が不可欠である。一般的にケーブルの絶縁は液体

窒素と絶縁紙の複合絶縁方式を用いている。また、この方

式は旣存の OF ケーブルの絶縁技術を応用できるので現在

超電導絶縁に適用可能性が高い方式である。さらに、本研

究では高温超電導ケーブルの製作に必要な基礎データを

得るために極低温で絶縁材料の電気的絶縁破壊特性を比

較した。そして、その結果によってケーブルの絶縁に適当

な TERLAM IPP に対して極低温で絶縁破壊とそれを利用し

たモデルケーブルの tanδ を測定した。 

２．実験方法 

  絶縁材料の極低温での絶縁特性を調べるため

Kapton,TERLAM IPP, PPLP, Nomex, Kraft の５種類の

Sampleを用いた。この材料は絶縁破壊特性をためButt gap

がある場合と無いの場合の二つ場合を考慮して調べた。電

極はSUS材料で8mmの丸電極と30mmの平板電極を用いた。 

Fig.1 に製作されたモデルケーブルを示す。半径 12.75mm

の Former 状に SUS テープと内部半導電層の Carbon paper

で2回巻き付けた後その上にTERLAM IPPで1mm絶縁した。

また、外部の半導電層も内部層と同じように巻き付けた後

PE テープで密着した。そして、tanδは Schering Bridge

を用いて測定した。 

 

Fig. 1. The picture of model cable. 
３．実験結果 

Fig.2 は液体中で絶縁材料の圧力における絶縁破壊値

を示す。図から絶縁材料は圧力が高くなると、絶縁破壊値

が増えることを分かる。また、絶縁破壊値を比較して見る

と Kapton が一番高くて Kraft 紙が一番低かった。 

Fig.3 は Butt gap 状態で TERLAM IPP の圧力における絶

縁破壊値を示す。図から圧力が高くなると、絶縁破壊値が

増えることを分かる。詳しく見ると、圧力が無いの場合は

Butt gap 間の Void の影響で絶縁破壊値は低くなったが、

圧力を加えると、複合絶縁層の影響で破壊値は高くなった。 

Fig.4 は厚さ 1mm の TERLAM IPP で絶縁したモデルケー

ブルの tanδ と電界の関係を示す。tanδの結果から約９

ｋV/mm ごろから急に上昇した。この原因として Butt gap 

 

内で液体窒素の部分放電の影響だと考えられる。本研究は
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技術事業担の研究費支援による行われる。 
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Fig. 2. Breakdown strength of insulation paper. 
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Fig. 3. Breakdown strength of pressure on Butt gap  
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Fig. 4. Dielectric loss of model cable. 
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